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身近なものを「エコ」で考えよう
小・中学生が環境を考える一日

　「
令
和
７
年
度
内
子
町
環

境
子
ど
も
会
議
」
が
２
月
10

日
、
共
生
館
で
開
か
れ
、
町

内
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
会
場
で
は
Ｔ
シ
ャ

ツ
マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
、
太
陽

光
発
電
を
活
用
し
た
ラ
ン

タ
ン
作
り
な
ど
、
環
境
保
全

を
考
え
る
９
つ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
す
取
り
組
み

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
う
ち

こ
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
も

実
施
。
講
師
の
武
田
惇し

ゅ
ん
す
け奨
さ

ん
は「
内
子
町
の
テ
ー
マ
は

『
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
か
え

て
い
く
』。
美
し
い
景
色
を

守
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の

行
動
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

大
事
」
と
、
動
画
や
イ
ラ
ス

ト
を
交
え
て
生
徒
ら
に
伝
え

ま
し
た
。

　
体
験
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、
普
段
の
生
活
を
振
り

返
り「
捨
て
る
も
の
も
再
利

用
で
き
た
ら
、
環
境
に
優
し

く
で
き
る
と
分
か
っ
た
」「
食

べ
物
を
残
さ
ず
食
べ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

1_廃食油を使った石けん作り　2_電球の種類ごとの光り方を
見比べる。一番エコなのはどれかな　3_内子手しごとの会の指
導で「彩あんどんミニ」を制作　4_小田川河川敷でツリークラ
イミングに挑戦し、自然を楽しんだ　5_講演する武田さん

一
人
一
人
の
意
識
が
ま
ち
の
防
災
力
に

講
演
・
体
験
で
理
解
を
深
め
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー

　「
内
子
町
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」

（
南
海
放
送
㈱
主
催
）が
１
月

25
日
、共
生
館
で
開
か
れ
、約

１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
愛
媛
大
学

防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
の
二
神
透と

お
る

さ
ん

が
登
壇
。
東
日
本
大
震
災
の

映
像
を
紹
介
し
な
が
ら
、
必

要
な
備
え
に
つ
い
て「
防
災
は

普
段
使
い
の
延
長
で
考
え
て
。

災
害
時
と
両
方
役
に
立
つ
も

の
も
多
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
内
子
高
校
生
に
よ

る
学
校
周
辺
の
危
険
個
所
の

調
査
発
表
の
後
、
防
災
課
題

に
関
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
。
南
海
放
送
キ
ャ
ス

タ
ー
の
白
石
紘こ

う
い
ち一

さ
ん
の
進

行
で
、
町
防
災
士
連
絡
会
長

の
清
水
勇ゆ

う
じ二
さ
ん
、
町
消
防

団
長
の
谷
岡
和か

ず
ひ
こ彦
さ
ん
、
二

神
さ
ん
ら
５
人
が「
防
災
意

識
を
高
め
る
に
は
、
繰
り
返

し
訴
え
る
こ
と
が
必
要
」と
継

続
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

上_起震車体験、防災クイズなど６つの体験・展示コーナーも
下_トークセッションでは内子の災害経験の少なさなども話題に
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一
人
一
人
の
意
識
が
ま
ち
の
防
災
力
に

講
演
・
体
験
で
理
解
を
深
め
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー

「子どもにとってどうか」を軸に統廃合検討へ
最終答申を町教育改革懇談会が提出

　
内
子
町
教
育
委
員
会
か
ら

学
校
統
廃
合
な
ど
に
関
す
る

諮
問
を
受
け
た
内
子
町
教
育

改
革
懇
談
会（
城
戸
彰あ

き
ら

会
長
）

が
、最
終
答
申
を
１
月
23
日
、

委
員
会
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
同
懇
談
会
は
町
の
教
育
問

題
を
協
議
す
る
た
め
に
設
置
。

５
年
９
月
20
日
に
あ
っ
た
諮

問
に
対
し
、
学
校
統
廃
合
や

施
設
整
備
の
方
針
な
ど
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
、

自
治
会
、教
職
員
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
も
行
い
、
幅
広
い
意
見
を

基
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

今
回
の
答
申
は
、
学
校
統
廃

合
に
関
し
て
目
指
す
べ
き
方

向
性
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
同
委
員
会
が
答
申

内
容
を
踏
ま
え
、
学
校
再
編

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　再編計画の作成にあたり、町民の皆さ
んの意見を参考にするためのパブリック
コメントを次のとおり実施します。
●応募方法　表題に「内子町教育改革懇
　談会への諮問に係る答申（最終）に対す
　る意見」と書き、①住所または団体の所
　在地、②氏名または団体名と代表者名、
　③電話番号またはメールアドレス、を明
　記して提出してください。
※口頭や電話、無記名・匿名の意見は受
　け付けません。
●応募期限　３月13日（金）
※郵送の場合は当日消印有効
●意見の公表　寄せられた意見は整理要
　約した上で公表する予定です。意見以
　外の内容は公表しません。また意見に
　対する個別の回答は行いません。
　１４５４５６
【提出先・問い合わせ】
〒７９１－３３９２
内子町内子１５１５番地
内子町教育委員会　学校教育課
☎０８９３（４４）２１２４
　gakoukyouiku-s@town.uchiko.ehime.jp

《
学
校
統
廃
合
の
具
体
的
方
策
》

▽「
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
う
か
」と

　い
う
視
点
を
基
本
に
、
極
端
な

　少
人
数
学
級
は
解
消
す
る
こ
と

　を
方
針
と
す
る
。

▽
小
学
校
は
、
複
式
学
級
を
解
消

　で
き
る
規
模
を
基
本
と
す
る
。

▽
中
学
校
は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で

　き
る
学
級
数
を
確
保
す
る
こ
と

　を
基
本
と
し
、
部
活
動
へ
の
支

　障
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
よ

　う
配
慮
す
る
。

▽
幼
稚
園
は
、
園
児
数
10
人
に
満

　た
な
い
状
況
が
続
く
場
合
、施
設

　の
在
り
方
を
早
急
に
検
討
す
る
。

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
安
定

　的
な
維
持
管
理
・
運
営
を
図
る

　た
め
、
統
合
を
検
討
す
る
。

《
具
体
的
な
統
廃
合
案
》

①
立
川
小
学
校
と
石
畳
小
学
校
を

　内
子
小
学
校
に
統
合

②
小
田
小
学
校
を
大
瀬
小
学
校
に

　統
合
。
時
機
を
見
て
、
内
子
小

　学
校
に
統
合
す
る
こ
と
を
検
討

③
大
瀬
中
学
校
と
小
田
中
学
校
を

　内
子
中
学
校
に
統
合
。
時
機
を

　見
て
、
五
十
崎
中
学
校
を
内
子

　中
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
を
検
討

④
小
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
内

　子
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
統
合

《
実
施
時
期
》

①
②
③

　令
和
10
年
３
月
末
ま
で

④

　令
和
９
年
４
月
１
日

《
そ
の
他
》

　学
校
教
育
に
お
い
て
は
集
団
か

ら
影
響
を
受
け
、
学
力
・
人
間
性
・

社
会
性
が
育
ま
れ
る
よ
う
、
望
ま

し
い
教
育
環
境
を
実
現
す
る
必

要
が
あ
る
。
統
廃
合
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
保
護
者
や
住
民
の
理

解
を
得
る
た
め
の
話
し
合
い
を
十

分
に
行
う
こ
と
、
子
ど
も
に
負
担

が
生
じ
な
い
通
学
手
段
を
確
保
す

る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
対
し
て
子
ど
も
と
住
民
の
視
点

で
き
め
細
か
く
対
応
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

※
答
申
の
全
文
は
内
子
町
の
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
。

林純
じゅんじ

司教育長（左）へ答申書を手渡す城戸会長

ＩＤ

答
申
の
主
な
内
容

答申に対するパブリックコメント答申に対するパブリックコメント
（意見募集）について（意見募集）について
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親
子
団
員
表
彰

本
部
　
　
　
　
　
団
長
　
谷
岡
和
彦

天
神
分
団
　
　
　
団
員
　
谷
岡
昇
勢

夫
婦
団
員
表
彰

五
十
崎
方
面
隊
方
面
隊
長
　
西
田
一
朗

女
性
分
団
　
　
　
団
員
　
西
田
由
起
子

感
謝
状

道
岡
文
子

立
川
自
主
防
災
会
　
　
　
寺
岡
久
夫

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

（
規
律
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
　
　
団
員
　
大
川
拓
郎

大
瀬
分
団
　
　
　
団
員
　
森
本
開
秀

立
川
分
団
　
　
　
団
員
　
宮
内
将
吾

満
穂
分
団
　
　
　
団
員
　
山
田
浩
徳

五
十
崎
方
面
隊

天
神
分
団
　
　
　
団
員
　
松
本
敏
樹

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
　
団
員
　
吉
川
伸
彦

（
勤
続
章
）

女
性
分
団
　
　
　
団
員
　
髙
嶋
由
久
子

内
子
方
面
隊

五
城
分
団
　
　
　
団
員
　
上
田
和
輝

団
員
　
森
井
洋
信

団
員
　
篠
﨑
正
弥

団
員
　
横
田
一
気

団
員
　
宮
内
和
也

立
川
分
団
　
　
　
団
員
　
森
岡
　
勝

団
員
　
入
江
貴
祥

満
穂
分
団
　
　
　
団
員
　
山
本
祥
智

団
員
　
西
山
　
学

五
十
崎
方
面
隊

天
神
分
団
　
　
　
班
長
　
中
本
大
成

団
員
　
平
井
孝
明

団
員
　
向
井
英
二

五
十
崎
分
団
　
　
団
員
　
鍜
治
岡
健
二

団
員
　
門
田
直
洋

平
岡
分
団
　
　
　
団
員
　
金
井
恭
兵

団
員
　
永
見
裕
輝

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
　
団
員
　
中
田
貴
博

小
田
分
団
　
　
　
団
員
　
稲
垣
雄
太
郎

団
員
　
谷
口
　
航

町
長
表
彰

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
　
　
団
員
　
勝
間
　
郷

団
員
　
福
岡
大
貴

団
員
　
篠
浦
允
人

団
員
　
渡
邊
昂
平

五
城
分
団
　
　
　
団
員
　
岡
田
耕
一

団
員
　
太
田
利
栄

団
員
　
池
田
健
太
朗

大
瀬
分
団
　
　
　
団
員
　
福
積
宏
樹

団
員
　
大
野
良
輔

立
川
分
団
　
　
　
団
員
　
西
谷
貴
志

満
穂
分
団
　
　
　
団
員
　
宮
岡
　
亮

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
　
　
団
員
　
藤
田
直
土

団
員
　
笹
本
宏
基

団
員
　
東
　
拓
也

天
神
分
団
　
　
　
団
員
　
稲
田
和
真

団
員
　
山
﨑
貴
晃

団
員
　
谷
岡
昇
勢

団
員
　
上
田
哲
也

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
　
団
員
　
窪
田
智
貴

田
渡
分
団
　
　
　
団
員
　
大
久
保
武
将

無
火
災
表
彰

６
年
　
御
祓
分
団

４
年
　
参
川
分
団

３
年
　
内
子
分
団
　
大
瀬
分
団

　
　
　
天
神
分
団

２
年
　
五
十
崎
分
団
　
小
田
分
団

１
年
　
立
川
分
団
　
平
岡
分
団

　
　
　
五
十
崎
中
央
分
団

※
順
不
同
、
敬
称
略

1_「頭
かしら

、中」の号令に合わせて、きびきびとした動きを
見せる　2_あいさつする小野植町長　3_表彰に合わ
せてラッパ隊が吹奏し、受章をたたえる　4_受章者
代表の謝辞を述べた天神分団副分団長の宮岡さん　
5_夫婦団員表彰を受けた西田一

いちろう

朗さん・由
ゆ き こ

起子さん
6_まちの安心・安全のために団結力を深めた
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まちの安心・安全を守る決意新たに
「令和８年内子町消防出初式」を挙行

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

小
田
方
面
隊

方
面
隊
長
　
冨
岡
勝
寿

（
精
績
章
）

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
　
分
団
長
　
矢
野
良
平

小
田
方
面
隊

田
渡
分
団
　
　
分
団
長
　
大
森
栄
次

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

立
川
分
団
　
　
分
団
長
　
大
池
正
明

　
団
員
　
武
知
修
一

五
城
分
団
　
　
　
部
長
　
山
田
和
年

団
員
　
二
宮
広
行

大
瀬
分
団
　
　
　
班
長
　
德
田
　
浩

班
長
　
篠
崎
敬
一
郎

団
員
　
細
川
浩
昭

団
員
　
松
本
研
一

満
穂
分
団
　
　
　
団
員
　
尾
﨑
裕
次

団
員
　
和
泉
雅
人

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
副
分
団
長
　
鍛
治
岡
誠

班
長
　
中
本
哲
也

御
祓
分
団
　
　
　
部
長
　
一
宮
義
幸

五
十
崎
中
央
分
団
団
員
　
徳
田
裕
和

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
分
団
長
　
髙
岡
洋
一

班
長
　
大
野
拓
也

班
長
　
二
宮
大
昌

団
員
　
松
森
祥
裕

団
員
　
髙
橋
　
司

小
田
分
団
　
　
　
部
長
　
谷
岡
　
博

部
長
　
山
岡
陽
一

班
長
　
西
岡
幸
造

班
長
　
水
田
直
也

団
員
　
樽
古
享
介

田
渡
分
団
　
　
　
団
員
　
寺
岡
重
和

団
員
　
中
田
徳
雄

団
員
　
大
西
智
明

愛
媛
県
知
事
表
彰

（
功
労
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
副
分
団
長
　
松
浦
　
稔

五
城
分
団
　
副
分
団
長
　
中
川
宏
幸

五
十
崎
方
面
隊

天
神
分
団
　
副
分
団
長
　
宮
岡
圭
介

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
副
分
団
長
　
後
藤
克
幸

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

内
子
方
面
隊

満
穂
分
団
　
　
分
団
長
　
寳
泉
武
徳

五
十
崎
方
面
隊

平
岡
分
団
　
　
分
団
長
　
西
野
浩
一

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
分
団
長
　
髙
岡
洋
一

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
　
　
班
長
　
山
本
貴
嗣

班
長
　
小
林
雅
章

五
城
分
団
　
　
　
班
長
　
市
兼
正
則

大
瀬
分
団
　
　
　
班
長
　
榎
　
一
茂

立
川
分
団
　
　
　
班
長
　
石
井
隆
樹

班
長
　
木
下
　
隆

満
穂
分
団
　
　
　
班
長
　
德
岡
和
則

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
中
央
分
団
班
長
　
宮
脇
英
行

班
長
　
岡
本
隆
宏

団
員
　
水
田
竜
一

五
十
崎
分
団
　
　
班
長
　
髙
橋
　
功

班
長
　
鎌
田
誠
二

班
長
　
舛
岡
　
登

天
神
分
団
　
　
　
班
長
　
丸
山
健
二

班
長
　
松
本
浩
二

班
長
　
宮
田
　
優

平
岡
分
団
　
　
　
班
長
　
宮
部
和
也

御
祓
分
団
　
　
　
班
長
　
力
石
浩
介

《
受
章
者
一
覧
》

　「
令
和
８
年
内
子
町
消
防

出
初
式
」
が
２
月
15
日
、
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
バ
ル
で

開
か
れ
、
谷
岡
和か

ず
ひ
こ彦
団
長
以

下
５
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
殉
職
消
防
職
・

団
員
に
対
し
黙
と
う
が
さ
さ

げ
ら
れ
た
後
、
小
野
植
正ま

さ
ひ
さ久

町
長
が「
日
夜
ま
ち
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
活
動
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
団
員
や
関
係
者
の
消
防
活

動
へ
の
功
績
を
た
た
え
て
各

種
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受

章
者
を
代
表
し
て
、
天
神
分

団
副
分
団
長
の
宮
岡
圭け

い
す
け介
さ

ん
が「
信
頼
さ
れ
る
消
防
団

を
目
指
し
、
一
層
精
進
し
た

い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
谷
岡
団
長

が
壇
上
へ
上
が
り
、
関
係
各

所
の
消
防
活
動
に
対
す
る
支

援
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

８
年
３
月
を
も
っ
て
退
任
す

る
谷
岡
団
長
は「
生
涯
で
一

つ
く
ら
い
地
域
の
た
め
に
と

務
め
た
46
年
間
。
家
族
や
先

輩
、
そ
し
て『
内
子
町
は
自

分
た
ち
が
守
る
』
と
い
う
団

員
の
熱
い
思
い
に
支
え
ら
れ

た
。
今
後
も
自
身
と
家
族
の

安
全
を
第
一
に
活
動
し
て
ほ

し
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
最
後
の

訓
示
を
行
い
ま
し
た
。
団
員

は
号
令
に
合
わ
せ
た
統
率
の

取
れ
た
動
き
で
応
え
、
組
織

の
結
束
と
地
域
防
災
へ
の
決

意
を
示
し
ま
し
た
。

「微力ながらこの重責を全うできたのは団員の皆
さんのおかげ」と尽きない感謝を伝える谷岡団長
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